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『イ ンド外国貿易の

構 造 的基盤』
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Economics, No. 6, University 0£ Bombay, 1962. 
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均における・一定樅成比を保つ）の 100万ドルを生殺する

のに必要な狩本額と労が加：（1松位：人年）を計符し，他

方，餘入品の 100万ドルを，楡入しないで国内で牛産し

たと考える場合に必要とされるであるう咬本額と労渤抽

をtI・符し，この二つの組み合わせを比較することにより

怜出品と怜入品I姓換の生殺にあたっての生産要素．船約1変

近代致易i合のなかで，貿易に参加している各固の貿易

パク__ンがいか：こしてきまるかを示す有力な命：むiとして

われわれはヘクシャー・オーリンの命題というのをも

っている。これは，いずれの固も（他国！こくらぺて），相

対的に1斌存紐の大きい生旅要素を，より多く使用して生

産される商品を愉11.Iし，そうでない商品を翰入する傾lnJ

：こある，ことを主張するものである。

この命妬が，いやがうえにもその名を広めるにいたっ

たのは，あの“レオンチェフの逆説”と呼ばれる問題が

提出されたことによる。本来，通iitの経済知識を持ちあ

わせる冶どのものならば， ［JSAの経済においては， 労

曲の1賦存址；こ比しこの沢木の賦存玉tは，批界の他のいか

なる郷こくらべても多いと労えることだろう。このよう

な状態：•こおいて，ヘクシャー・オーリンの命辿（こ忠実で

あるならば，われわれは， USAは相対的にft本択約9父

の高い生鹿物を1布出し．労例染約疫の高い生産物を袷入

しているものと考えることになる。このことは，ほとん

どすべての径済学者そして経済｛こ凋心をもつ人々の1陪黙

の了解でもあった。ところが，ハーパード大学の教授で

あるレオンチェフほ， 1947年における USAの旅業述

渕表：こ依存して計算を行なったあげ<, USAは相対的

に狡本梨約朕の低い生産物を愉出し，逆1こ，労伽鋲約疫

の低い生産物を蛉入しているという統計的事哭を発表し

た。これは常識と！•ままった＜矛屈する結果であり，かく

して“レオンチェフの進説”と呼ばれる i•こいたっている。

レオンチェフは，このような結果を郡くにあたって，

次のような設定を行なったのである。まず，愉出および

楡入の構成を、 1947年：こおける平均によって固定する。

この際，粕入に1約しては“競争的怜入＂と‘‘非競争的椛

入”を区別する。ここで競![｝的帷人というのt・t, 国内に

おいても同種の生産物が生施されている稲知の愉入と考

えられ，非競争翰入，i, この｛窟瑶にはいらない種頬のり（11

入である。椛入におけるこのような区別は， レオンチェ

フの問辺設定：こあたっては欠かすことのできないもので

あった。というのは，かれの1}il臨t，楡出品 (1947年平
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を比較しようとしたからである。このような問題設定：こ

あたっては柁入品を競争(i勺稲入品に限ることが，その骰

換を考えるうえにおいて必須であったからであるc その

結果は，次表のように示される。

約出

狩本(1947年価格でのドル） 2,550,780 3,090,339 

労節（人・年） 182. 313 170. 004 

これより明らかなように，餘li！におけるよりも，稲人府

換におけるほうが，咲本りと約度は大であり，上述のレオ

ンチェフの逆説の火乱E(I勺よ認礎を与えている。

この結果が発表されるや，この間起を中心として，

大論争が展開されたのであるが，ここでその詳細につ

いて述べることは，本B'iのtl(Jりではないし，たとえその

叙述が本B'iの理解の助けとなるとしても，紙数の制限に

より不可能である。ここでわれわれのなすべきことは，

これらの事惜に刺激されて，インドにおいても同様の企

てが，この国の外巨l貿易の構造的特質を解明するにめ（こ

拭みられているということに読者の注、邸を喚起するとと

もに．そこでJTIいられているレオンチェフと同様の手法

が，はたしてインドにおける外国汎易の梢造（隣項を解

明するのに適当であるかどうかを検討することである。

本街の怒者である． Dr.R. Bh~rn<lwuj は，現化ポンペ

イ大学における経済学部のエコノメトリックスのリーグ

- (Reader)である。かれは，かつてハーパ-・ド大学に

糀在し，前記レオンチェフ教授の指部を受けた経歴を持

っている。

本出のliij半の部分におい・(,かれは．ヘクシャー・オ

ーリンの命題の生い立ち，およびその洗線の過程を学説

史的四がづけている。さらi:::.,“レオンチェフの追説’'が

提出されて以降の論争の展I}りの過固I'こついては，リI；常に

要領よくまとめあげている。しかし，これらの部分は，

かれが本忠・で示そうとした問題に対しての，荘入部でし

かない。

楡入閻換

ー

さて，かれは， レオンチェフの手法にならつて分析を

始める i•こあたって， Indian Statistical Instituteによっ

て準備されていたとこるの 1953/54年廊こおけるイン 1:

の産業辿1函表を利用する。



分析のための最初の~!!tiii（ま，令合出および洲入について

の各パスケットを確定することである。かれの用語に従

えば，それぞれについての合成商品の構成を確定するこ

とであり，かれは，このためiこ ~953/54 年度における箭

柑 1000万）レヒーの合成il泊品およむ，同一年次における f.~1

入1000万ルヒーの合成廂品として，；との拙成を計邸する。

この場合．稲出合成商品の構成の希I•邸ま，まったく機械

的I•こ可能であり．前記の Indian Inter-industry Trnnsn-

ctions Table (1953/54)に表示される愉出ペクトルから

ただがこ沌かれる。と.:.るが，柏入合成商 r,1．hi：：ついて

は，若千の間題がある。ンオンチニフの手法に忠実であ

ろうとすれば．愉入を競争的椛入と非競争的愉入に分割

し，競争的怜入の1000万ルビーの合成商品のりも成を計符

しなくてはならない。しかしながら，かれふィンドに

とって（ま非競争的なi裔入というものはほんのわずかな重

要性をもたない例外はあるとしても，存在しないものと

考える。これ心レオンチニフにお：ナる競争的および非

競争的新入：こついての定義に忠実であることによる。す

なゎも，インドが 1953/5,1年殷において怖入していたほ

とんどまったくすべてのI'崩入品は（その品質の点におけ

る差媒は別としても），同時にインドの国内においても

生産されていた。そこでかれは，帷入合成庇品の樅成の

計箕にあたって1,tすべての翰入項目を競争的ff3入とし

て扱うこと：こしている。なお，かれはこれらの中紺出入合

成商品の梱成の冗定にあたって，梢出ベクトルの内には

第3次近業の数字が含まれるが，恰入ペクトルの内に(t.

それは見られなく， したがって，これら，；としてまたこ

れらを基にして計冥される稲出および餘入四換における

生産要索必要恥ま，完全には比佼可能でないとして合成

筋品の構成の麻定にあたって1多正を｝釦したうえ i•こ新しい
計冗を行なっているが，これ（ま，結論として媒かれる数

字に対してはたいした修正を与えるにいたっていない。

この問題ほ若千の典味ある展開にi“く可能性を持ってい
るが，ここでは紙数の制約上，扱えない。

次の段階It. これらの合成商品構成比を加こして，さ

らに，上記の廂裳迩渕表よりえられるti情報を用いて，愉

出および姐入匹換：こ要する資木額および労随litを究定す

ることであるここの計符は次のようにして行なわれる。

（この点：こ関し匹ま，著者 Bllaradwaj：こよる明確な叙述

（まみられないCm.に，一lt―、(/）文箪iこよる計算過程の説明
がみられるだ：tである。しかし，かれが， 5,1ベージの脚
ヽL

社は明記しているように，この点：こ関してはレオンチェ

フの方法：こ強く依存しているものとして，われわれもレ

帯評

オンチェフの方法をそ0)ままかれの方法と考えること1こ

する。）まず〔x):産出ii1:ペクトル，［y〕：総陥出額（単

位： 1000万）レビー），〔z〕：総競争的楠入額（単位： 1000

万ルL'.'.'ー）， ［A〕：投入係数行列，（bJ:f令出合成商品構

成ベクトル，（C]：競争愉入合成商品構成ペクトル，（r）

：剰余頃目（粕出以外の最終困要）ベクトル，〔kJ:fi 
本係数ペクトル，および〔l〕：労枇係数ペクトル，（ただ

し， ここで汗本係数および労働係数（ま， ft＊・および労励
の性出邸こ対する比率を示す），とすると，杓入をすべて

競争袷入と考える現在のケース：こおいては，モデルのパ

ランス式（ま，

(E-AJ〔x〕ー〔bJy+ [CJ:ぃ＝〔r」

にて示される。これより当然（こ，われわれば，

［X〕＝〔E-A〕ー1{［b〕y-〔c)z十9[r]｝

をうる。ここで，沢本係数ペクト）レおよび労拗係数ベク

トルを前からかけると，

〔 k~ 〔x〕＝〔K〕〔F、_A〕 -1{[b)y_ 〔c)z+(r]}

；；Sよひ： （ l〕：．ゞ〕＝［ l 〕 CK-•A〕ー 1 ｛〔 b]y-[cJz十〔r〕｝

がえられる。ここで

愉IHlOOO万）レヒ'-あたりの代本必要額

[k]（E-A)ー1[b)

” 労榊必痰恨

〔り[E・-A〕呵bJ

競争條入i在樅1000万）レビーあた 1)の咬本必要額

[k]〔E-AJ―1[c〕

“
 

労渤必要批

〔lJ[E-A] ー •(c)

である。

このような方法を基として計邸した結果，かれは次の

ような統計的事実を恐いた。

祐出餘入1社換

虹 (1953i54年1虹価格にて
こ000万ルピー ） 0. 952 l.'143 

労鋤（人） 11,022 7，図7

これより明らかなように，インドにとっての外国貿易

は労拗集約的な生産物を船liし，そのかわり狡本鋲約的

な生迩物を愉入していることになる。かれはこの事爽に

依存して，インドの外国貿易への参加は；余剰労愧を処

理し，稀少な沢本を経済的に利）廿するのに役だっている

と結論する。

かれ：まさらに，木9itにおいて，インド：こおける外国貿

易の梢辿変化に応じて国内経済が噌 どのように影ダ・料を受

けるかについて， it彼静学的に検討 (1950/51,1953/54, 

および 1958/59の各年1立にわたって）しているが，われ

91 
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われは本秘においては，これらの問題にまで触れること

ができない。 • 

以上においてわれわれぬ Dr.R. Bharndwajによっ

て郡かれた，ィンドにおける外国貿易の構造(Iり特質の主

要な佛扉佑こついて慨説した。；とこで次にわれわれは， こ

のよう；•こ示された統計的結果を，どのように受けとるべ

きであるうか。

第1の問題として，この問題のために用いられた統計

的歿料についてり）侶頓1J[およびその利用の仕方の泌否：•こ

ついての問姐がある。しかしながら，これが直要な問題

であり， しかも著渚自身が随処において祖料1こついての

不満を示している(/)：こもかかわらず，われわれにとって

氏ここで用いられた沢料の信用此ならび！こその利用の

仕方の逸否について判断するなんらの根拠も持てない現

状である。これは，たとえ特に近年において，インドに

おける経済統計の虻iiiiiが急速に進展させられてきている

と（ないっても，本・；！｝で示されるような，インド経済全(i.;

をカパーするような分析：こ対しては，完全な統計'ii料の

供給が不可能であるという事俯による。したがっ・c,こ

のような状況にありながら，ぎわめて近似的な結果とし

か考えられないとしても，沌菜瑯渕表に示されたがi報を

主たる根拠として，この仕事を遂行し終わらせた努力｝こ

対しては， iを辞を提さなくてはならないだ；jう。この・1lt

悴ま，統，•i噴料が，まが 1） なりにも完ilii した状維の下で

そのこと：•こ余分の労力を邪われることなく仕事のできる
状況におかれる人ぶことっては，理解しにくいことかも

しれないけれども。

第29)|：il題はこうである。すでに示した(E-A戸[b〕

および〔E-A〕ー1(C]は，それぞれ， 1000ガ）レビーに相

当する愉出合成商品および競争怜入合成iiii品を固内で生

並するとした場合しこおける各迩深部門に要求される生産

額ペクトルを示している。ところが，これは純粋：こ国内

生産：こよってのみ，まかなわれる水準を示すものではな

い。すなわち，このモデぶこおいては，これらの生産額

水部の一部は樅人によってまかなわれることになってい

る。これは (A)の各要素であるそれぞれの投入係数が，

国産品投入係数と椛入品投入係数に分卯1されることなく

ある生産物1000万）レビーの生部こ投入されるある生産焚

素の額とし-c示されていることによるものである。オ対B
において問穎とされているような，約出合成商品および

競争恰入合成商品をそれぞれ：こ国I1、jで生産する場合にお

ける生産要索（毀本および労if村）の必要梵を汀定すること

を目的とする場合：こ，困産額水池が介在する 0)でなく

92 

て，国産額ブラス袷入額(J.)各生旅物の国内供給総額が介

在するのであっては．，得られた結果：こついて．それぞれ

の合成商品を国内で生甘もする場合における生旅要素必要

額（またば:ht.)を符定したものと1ぢさえないことにな

る。この点を修正するためには，われわれ：文，〔Alの代

わりにや国脱品投入係数とii1'j:J入品投入係数とを分・,1:11し、

前者だけから楠成される投入係数行列を使用しなくてま

ならない。この問題！iついて邸識的であったが否かは判
然としないのだけれど，署若自身，このような分割につ

いてt:t．，沢科の点よりみて不可能であるため：こ，木茫ドこ

おいては(AJを用いろと古いている。しかし， もし実1深

；・r..,この問臨こついて笈識的であったとすれば，近代的

にし続I,j者を分割したうえにて結果を籾出すべきであっ

たと思うのだが，われわれには．， こ 0)点i•こついーこの粋者

の考えは不明である。 （なお，このような．A]を二・況）
部分iこ分割すべきことの提起およさその坊玲：．こおける近

似的f;・1・採方法の提示に関しては，既塩信峨 「総合／91iJli

係数，廃合柏入保数の；切定」， 「I計民経済雑誌ふ 第99谷

第6り・,34年6)-），およびこれiこ閃連する澁文参照のこ

と。）

第3(}）問題は，か：／しが．ィンドにおける惰入をすべて

競争的愉入と考える点にある。これは｀まった＜，かれ

がレオンチェソの定義に忠実であったから：こほかならな

い。：としてまた，このことのために．かれ9バ翡果が；•i っ

た＜ ：こ乳l滋味になるというものでもない。すなわら．現

在の袷入を（品：t1の点は別として）．・府）内でAl凍＇げるとし

たJ砂合の生産要索必股•i社の鐸定にあたって：ょ．〔A.］につ

いてのじ述した不満は別として，かれのとったレオンチ

ェフの手法は布効であると息われるからであるc にから

この第3(/）問題；ま本；；りの害舒という観点よりみ、れば無関

係とはいえないまでも，やや独立したものである。とも

あれ，われわれ：•ま，インドのような困（ことって0)柏入は

たとえそれが形式が）なレオンチェフの邸味；こおいて競争

的であるとしても，実頁的なレオンチェフの氾味におい

てはけうして競{P的でなく，非競争的な性格を持つもの

だと考える。競仰lり摘入についてのレオンチェブの根本

的な考え方は， USAの経済においては 現在の伯入の

100万ドルをとりやめてしただちにそのままそれを国内

において生産できるという可能性のうえ；こ，理誨（Iりかつ

実証的な某礎をおいていた（このことは本名｝の箸者自身

も認めている）。さて，このような可能性：•:!:USA の径
済においてこそ認めうることであって，インドのような

国（こ，そのまま妥当するものとは考えられない。たとえ
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ぱ，インドが1剥戒類の楡入を一定額とりやめたとしたら

それだけの投入の減少による産出硲は低下せしめられる

ことになるだろう。したがって，インドにおける翰入の

すべてをレオンチェフの定義を形式（トJ｛こうけいれること

によって，競争的な性格をもつものと考えて本:j'I}のよう

な分析を行なったとしても，これは一定の仮説の下での

祓論であり，実買的な慈味は稀菊1こならざるをえない。

たとえば， USAにおいてはなんらかの理由により， 楡

出が 100万ドル：こ相当するだけ減少したために，国際収

支のパランスを保つ観点から競牛的誰入の 100万ドルを

とりやめて，これを国旅；こうつした場合， ft木において

53万9559ドル (3,090,339ドルー2,550,780ドル）盆要が

附し，労佛iにおいて12.309人年（=182.313人年ー170.004

人年）だけの失菜を生むということを実際のl:！]頌として

提出することはできるが，インドについては，前記の結

果をもとにし •C, このような議泊はできない。ここでわ

れわれは，インドにおける楡入の性格を十分に検討する

ことによって，インドの外国牧易の構造的特質を解明す

るための新しい方法を淵拓しなくてはならないことにな

る。

（アジア経済研究所海外派逍R )ヤ嬰f彦二）
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インドの経営代理制度

ー一濶杏研究報告双因第5集ー―-

第）部現地実態潤牡編 社法改正の背尿・経営代理制皮にかんする

第11位 インド経営代理制庇の研究…•金 rr1 近二 19祁年法改正の主要点・ 1956年法改正とその

ーー経岱代理~,削j度研究の誼要性・経裳代理制J.[の 後の動l;1―
慈義・経営代理人の起源と発述・インド席棠 第4蹂経常代理制度と金融．．．．．．．．．・太田忠伸

界での経営代理人の地位・経営代理人の起棠 ーーインドにおける産架融究の概要・経裳代理恨l

者的1紺能・経蛍代理人の金滋恨能・経営代理 度と脱架金敬・経営代理制度の法的規制・独｝

人の径営機能・経営代理契約・経営代理人の 立後のインド金融市場における質的変化・む t

報酬・インド会社法の発逹と経営代理i|i属 すび―- i 
現行インド会社法における経岱代理制度・経 第5窃インドの経済発展と { 

営代理制度の展望一一 民問部門の地位…・森田密二郎｝

約2箪日印企架提携と 一インド経済1こぉける民問部門の地位・インドし

経営代理卯康の、饂… •1.i：原藤也 政府の民l恥企梁政策・インド庶棠における公 l
--H印企業提携からみた経営代理制度の意義・ 企業形態・インドにおける株式会社・インド！

i 
益営代理1lilj殷の機能とその巧罪・経営代理人 における株式会社の発展と沢金潤逹・インド！

の組織と支配カ・妓近の経営代理制度の扱能 民？d］祁 111J, 民 I蜀企梁の迎命一~ ！ヽ 
の迩化・インド社会主義下の民lil企業の地位 第 6 謡イギ~;ス系経営代理会社の ・

・経営代理人の代醤制度としての秘四財務役 疎俎と将来．．．．藤井正夫 t
！ 

・経営代事Il揺廂1こかんするインド財界と 一経岱代理制疲の成立過程とその機能・経営， ！ 
学界の態艇． n印企菜提携lご．紐る経蛍代理 披術技能の伝逹様式としての経営代理制度・ ｝ 

饂の採否とその虹ー ・組織四豆スタッフ補充の諏0・むすひ．＿ ！ 
現地調査暉

（付〕 文献解四．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・金田近二 t 

第2部国内文献調企紺 索引 i 
第3卒 インド会社法と経営代理制J及．．j條田藤雄

英文要約

一経営代理制度の発生・経常代珂人の機能と会 ！ 
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